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１．概要（Summary） 

ヒト細胞中の細胞小器官の一つである染色体に関して

その表面及び内部構造についてヘリウムイオン顕微鏡を

用いて観察を試みた。その結果、染色体表面のみならず

内部に空洞構造を確認し、染色体の全体構造を明らかに

する手がかりを得た。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高精細集束イオンビーム装置（ヘリウムイオン顕微鏡） 

【実験方法】 

単離したヒト染色体を基板上でイオン液体により処理し、

集束ネオンビームで切り取った断面から染色体標本の内

部構造をヘリウムイオン顕微鏡にて観察した 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ヒト染色体の表面には多くの小孔が認められているが、

これらの小孔はプロテネースＫ処理により無くなることが現

在までの実験で明らかになっている。この結果より、染色

体表面がタンパク質でコーティングされていることが原因

として考えられている。今年度は断面図を詳細に検討した

が、その結果、断面において空洞上の構造が観察された

（Fig.1）。その再現性を見るまでは確たる議論は出来ない

が、これらの空洞構造が染色体構造の重要な一面である

事が考えられ、更に追試が必要と考えられる。 
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Fig. 1. Distribution of void structures revealed in 

chromosome cross-section images by using 

helium ion microscopy. 
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